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操作方法

次のページへ続く

ゼロ調整が終了すると、自動的にモニタ画面に切り替わります。

下図に表示されるモニタ値に説明します。

なお、モニタ値を本体内蔵メモリに記録する方法は次頁をご参照ください。

モニタリング操作 5

（３秒毎に上下画面が切り替わります）

雰囲気湿度

雰囲気中の相対湿度を表示します。

（湿度センサは本体に内蔵）

雰囲気温度

雰囲気中の温度を表示します。

（温度センサはプローブに内蔵）

データ収集経過時間

通常は「X_XX:XX」の表示ですが

データ収集を開始させると、開始タイ

ミングからの経過時間を表示します。

ＴＶＯＣ濃度

センサ信号変化をトルエン検量線に

より濃度換算した値です。

ガスセンサ信号は温度および湿度セ

ンサ信号により補正されています。

メモリ記録インディケータ

通常は「□」表示ですが、データ収集中

（内蔵メモリへのデータ記録）は「■」

表示となります。
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校正について

本製品に搭載されているガスセンサは、長期間の連続的なご使用や、

高濃度有機溶剤等への暴露により、特性変化する場合があります。

本製品はお客様ご自身によるセンサ感度（スパン）校正には対応して

おりませんが、別途「交換用センサプローブ」をご購入頂き、製品に

付属しているセンサプローブと交換することで、製品本来の感度を

再現することが可能です。

＊　一般的な室内環境でご使用いただく場合、弊社では半年毎の

　　センサプローブ交換を推奨させていただきます。詳細につき

　　ましては、販売店までお問い合わせください。

交換用センサプローブ

ヒントとヘルプ

本製品のご購入と同時に、別途「交換用センサプローブ」をご購入頂き、

１本を通常計測用、残り１本を感度確認用として通常未使用で保管して

頂きますと、両プローブの定期的な比較測定により計測用プローブの特性

変化をお客様ご自身で確認していただくことが可能です。

特性変化の確認について

　＊ただし、旧タイプのFTVR-01はプローブ交換できません。

　（右図のように本体裏面の電池ブタに『FTVR-01』と記載

　　されていれば旧タイプです）　旧タイプのFTVR-01を校正

　　される場合はお客様ご自身で行うか、販売店へ依頼して

　　ください（有料）

旧タイプのFTVR-01



















フィガロ技研株式会社 〒562-8505　大阪府箕面市船場西1-5-11

製品のご案内

ホームページ

www.figaro.co.jp

お電話でのお問い合わせ

072-728-2560 FAX 072-728-0467

E-mailでのお問い合わせ

figaro@figaro.co.jp
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